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１ 事業費（単位：千円） 【財源内訳】 

 

【主な使途】 

    617  県支出金 617  報酬 315 

（現計予算 18,200 ）    賃金 302 

       

２ 事業背景・目的 

 公職選挙法の改正（H28.6施行）により、選挙年齢が１８歳に引き下げられました。

しかし、今夏執行された参議院選挙では、飛騨地域における２０歳未満の投票率が県下

でも低い結果となりました。 
 このようなことから投票率の向上と主権者教育の更なる推進を図ることを目的とし、

今回の岐阜県知事選挙において、市内の県立高等学校と特別支援学校に期日前投票所を

設置します。これにより飛騨市在住で選挙権を有する有権者が通う市内全ての学校で期

日前投票ができることになります。これは県内初の取組みです。 
また、神岡振興事務所管内の期日前投票所を８日間から１６日間（飛騨市役所におけ

る期日前投票と同じ期間）に拡充し投票率の向上を図ります。 
 

３ 事業概要 

 ①期日前投票所の増設 

  ・県立吉城高等学校     １月１６日（月） 
  ・県立飛騨吉城特別支援学校 １月１８日（水） 
  ・県立飛騨神岡高等学校   １月２０日（金） 
 
 ②期日前投票所の開設期間の拡充 

  ・神岡振興事務所で行っていた期日前投票所を 
  神岡町公民館に変更し、開設期間を８日間から 
  １６日間に拡充します。 

 

 

 

 

拡充 県知事選期日前投票所拡充事業 

(款) 2総務費 (項) 4選挙費 (目) 3岐阜県知事選挙費 

所属 総務部 総務課 
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拡充 飛騨市ファンクラブ事業 

 

１ 事業費（単位：千円） 【財源内訳】 

 

【主な使途】 

    850   一般財源 850  印刷製本費 850 

（現計予算 1,300 ）      

       

２ 事業背景・目的 

 市では、楽天と包括連携協定を締結し、その取組みの一環として飛騨市ファンクラブ

会員の会員証を、全国どこでも利用可能な「楽天 Edy」カードとし、電子マネーを活

用したファンクラブ制度を構築します。 
 このカードによる全国での利用金額の 0.1%が楽天から市に「企業版ふるさと納税」

として寄付される仕組みで、全国初の取組みとなります。 
 

３ 事業概要 

 ○飛騨市ファンクラブ会員証の作成経費（850千円） 

  ・飛騨市の写真を印刷したオリジナルカード(1,000 枚) 
  ・第１弾は、古川祭(ユネスコ登録)をデザイン 
  ・第２弾は、スーパーカミオカンデ等の市内各地のデザインで作成予定 
  ・会員は、平成 29 年１月４日より募集予定 
  （参考）会員には名刺を配布し、市に名刺を持参した方にはノベルティを配布 
      6 月補正にて関連経費を予算計上済み 
 

   イメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

（款）2総務費  (項）1総務管理費 （目）6企画費 

所属 企画部 企画課 
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１ 事業費（単位：千円） 【財源内訳】 

 

【主な使途】 

    2,960  一般財源 2,960  委託料 1,460 

（現計予算 8,400 ）    修繕料 1,500 

      

２ 事業背景・目的 

全国には「廃線（ロストライン）」が数多く存在し、その遺構や鉄道遺産を利活用す

る試みは日本全国で展開されています。本年度市では、所有するロストラインを利活用

する調査・検討を行いました。今後、ロストラインを活用し、魅力を向上させるために

類似の取組を行う自治体や民間団体に呼びかけ協議会の構築を目指します。 
また、来年度実施する車輌移設のイベントに併せ準備事業やシンポジウムを実施する

ことにより、市の魅力を発信し更なる交流促進を図ります。 
 

３ 事業概要 

 ①ロスト・ライン・シンポジウムの開催（1,460千円） 

  ・平成 29 年４月８日（土）に開催予定。準備作業は平成 28 年度より実施します。 
  ・基調講演やパネルディスカッション、おくひだ１号移動イベント等を実施予定で

す。 
 ②車輌移設準備事業（1,500千円） 

  ・車輌「おくひだ１号」を旧神岡鉱山前駅から旧奥飛騨温泉口駅に移設するため、 
  車両を屋外展示するための準備作業としてガラスコーティング及び鍵等の改修を 
  行います。 
 

 
（款）2総務費  (項）1総務管理費 （目）)12 鉄道対策費 

所属 企画部 企画課 

 

新規 ロスト・ライン・パーク構想推進事業 



4 
 

 

新規 児童精神科診療所開設準備事業 

 

１ 事業費（単位：千円） 【財源内訳】 

 

【主な使途】 

    3,237  一般財源 3,237  委託料 3,100 

（現計予算 0 ）    その他 137 

       

２ 事業背景・目的 

飛騨圏域に児童精神科の専門医師がいないため、発達障がい等の診断や診察を受ける

には、岐阜地域や県外の医療機関を受診しなければなりません。 
このため市では、児童精神科診療所の開設に向けた誘致を行ってきたところ、実現す

る見通しがたったことから、児童精神科診療所を開設します。 
これにより、市内での受診が可能となり保護者と児童の負担が軽減されます。また、

児童精神科の専門医師と臨床心理士等のスタッフが診療所に勤務することで、児童の成

長に応じた保護者、児童発達支援施設、保育園、小中学校等からの相談等に適時・適切

に対応できるようになります。 
 

３ 事業概要 

 ○児童精神科診療所開設準備経費（3,237千円） 

  ・飛騨市古川町総合保健福祉センター（ハートピア古川）内の飛騨市古川町保健 
  センターの機能訓練室（200 ㎡）を改修して、飛騨市国民健康保険の直営診療所 
  を設置するための用途変更基本設計・実施設計を委託します。 

 
  ・平成 29 年秋頃の開設を予定し、準備を進めます。 
   平成 29 年 1 月～3 月 実施設計、先進地視察 
   平成 29 年 4 月～7 月 改修工事 
   平成 29 年 8 月    備品搬入 
   平成 29 年 9 月    診療所開設 
 
  ・自治体による児童精神科診療所の開設は、全国初となります。 
  （療育センター等の併設は除く） 
 
 
 

（款）4衛生費（項）1保健衛生費（目）8 診療所費 

所属 市民福祉部 健康生きがい課 
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新規 商工会・商工会議所拠点施設整備事業 

 

１ 事業費（単位：千円） 【財源内訳】 

 

【主な使途】 

    33,830  一般財源 33,830  補助金 33,830 

（現計予算 0 ）      

      

 

２ 事業背景・目的 

 市内の商工会・商工会議所は、市の商工業振興の中心となっている団体であり、観光

振興やまちづくりの中核を担っています。またこれらの法人は、商工会法及び商工会議

所法に基づく認可法人であり法的にも特別な位置づけにあります。 
 古川町商工会や神岡商工会議所からは、空調設備の更新などの大規模な改修や、事務

所移転に伴う施設改修に要する支援が求められています。 
 このようなことから、市では、市内の商工会・商工会議所と車の両輪で地域の活性化

に取組むため、これらの法人の拠点施設整備に必要な補助制度を新たに創設し、支援を

行います。 
 

 

３ 事業概要 

 ○商工会・商工会議所拠点施設整備補助金（33,830千円） 

 【補  助  率 】市が必要と認める費用の３分の２以内 
 【補助対象経費】建物本体、建物と一体化して機能を果たす設備整備費 
 【限  度  額 】上限はなし。下限は１００万円 
 【対 象 団 体 】古川町商工会、神岡商工会議所、北飛騨商工会 
 ・平成 28 年度は、神岡商工会議所の旧神岡図書館への移転費用を補助します。 

 

   
 

（款） 7 商工費 (項） 1 商工費 （目） 2 商工振興費 

所属 商工観光部 商工課 
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新規 「君の名は。」タイアップ事業 

 

１ 事業費（単位：千円） 【財源内訳】 

 

【主な使途】 

    8,698  県支出金 3,500  委託料 4,030 

（現計予算 0 ） 一般財源 5,198  使用料 4,127 

    その他 541 

２ 事業背景・目的 

新海誠監督のアニメ映画「君の名は。」は、公開２ヶ月余（11 月 1 週時点）で累計観

客動員 1,342 万人、興行収入 179 億円に上る大ヒット作品となっています。 
本作品中の風景の一部に飛騨市がイメージとして登場し、その風景を訪ね歩く「聖地

巡礼者」が市へも多数訪れています。 
このため映画の舞台イメージになった地として認知度を更に高めるために、話題性を

備え動く広告媒体となる車両ラッピングや、聖地を訪れたくなる仕掛けをすることによ

り、更なる観光誘客に結びつけます。 
 

３ 事業概要 

 ①「君の名は。」高速バスラッピング（3,636千円） 

 濃飛バスが運行する高速バスの車体に、「君の名は。」と飛騨市をタイアップさせ 
た装飾を施し、飛騨市の認知度向上と観光誘客を図ります。 
 

 ②「君の名は。」聖地巡礼マップ制作（3,300千円） 

 映画の舞台イメージとなった風景を求めて飛騨市へ来訪した観光客の満足度を高 
め、更なる誘客を図るためにプレミアム感のあるマップを制作します。 
 
・先般の地元上映会は、既存財源等で実施しましたが、今後の追加開催にも対応で 
きるよう予算化します。（1,762 千円） 

   

（款） 7 商工費 (項） 1 商工費 （目） 3 観光費 

所属 商工観光部 観光課 
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新規 古川祭屋台曳行支障電線等移設事業 

 

１ 事業費（単位：千円） 【財源内訳】 

 

【主な使途】 

    2,000  一般財源 2,000  補償費 2,000 

（現計予算 0 ）      

      

２ 事業背景・目的 

 国指定無形民俗文化財である古川祭には豪華絢爛な９台の屋台が曳き揃えられます。 
 現在、市街地の道路にかかる電線が低く屋台曳行の支障になっている箇所が各所に存

在するため、これまで屋台が破損する事例もありました。 
 古川祭は、先般、ユネスコ無形文化遺産登録に向けた勧告が行われ、12 月初旬には

登録されることが確実となりました。このため貴重な文化財の保全の観点から屋台が安

全に曳行できる環境を整備するため、屋台曳行区域内における電線高の基準を定める条

例を制定するとともに、既存支障箇所については、計画的に移設等を行います。 
 

３ 事業概要 

 ○古川祭屋台曳行支障電線等の移設（2,000千円） 

  古川祭屋台曳行区域において、路面からの高さが低く、屋台曳行の支障となって 
 いる電線等について、条例に規定する高さを確保できるよう移設します。 

 

 
 
 
 
 
 

（款） 7 商工費 (項） 1 商工費 （目） 3 観光費 

所属 商工観光部 観光課 
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拡充 起し太鼓の里広場公衆トイレ改修事業 

 

１ 事業費（単位：千円） 【財源内訳】 

 

【主な使途】 

    5,700  一般財源 5,700  工事請負費 5,700 

（現計予算 0 ）      

      

２ 事業背景・目的 

 起し太鼓の里広場にある公衆トイレは、飛騨古川の観光スポットの動線上に設置

されていますが、全て和式便器であり老朽化も進んでいます。 

古川祭のユネスコ無形文化遺産登録を契機として、外国人観光客の更なる増加も

見込まれることから、洋式化等の改修を行い、観光客が安心・快適に利用できるよ

う環境整備を図ります。 
 

３ 事業概要 

 ○起し太鼓の里広場公衆トイレ改修工事（5,700千円） 

 【改修の概要】 
 ・便器の洋式化 
 ・女子トイレ内へのベビーシート、ベビーチェアの設置 
 ・屋外照明灯の設置 
 ・入口アプローチの凹凸箇所の平坦化 

 
 

 
 
 
 
 

（款） 7 商工費 (項） 1 商工費 （目） 3 観光費 

所属 商工観光部 観光課 
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新規 「君の名は。」企画展開催事業 

 

１ 事業費（単位：千円） 【財源内訳】 

 

【主な使途】 

    6,617  県支出金 2,900  委託料 6,425 

（現計予算 0 ） 使用料 800  賃金   192 

 一般財源 2,917    

２ 事業背景・目的 

 長野県小海町で開催されている映画「君の名は。」の展覧会について、全国巡回の開

催地として飛騨市への招致に成功し、１月７日から飛騨市美術館での企画展を開催する

ことが決定しました。 
 「君の名は。」の舞台イメージとなっている飛騨市において本作品の内容に迫る貴重

な作品を展示することで、交流人口を増加させ地域活性化につなげます。 
 開催期間中には「三寺まいり」や「ユネスコ無形文化遺産登録記念事業」も開催され

ることから、相乗効果により観光誘客に弾みをつけます。 
 

３ 事業概要 

 ○企画展の開催（6,617千円） 

 【開催時期】平成 29 年 1 月 7 日（土）～2 月 19 日（日） 
 【展示内容】 
  ・企画段階の原画や絵コンテ、作画レイアウト図等制作工程の展示 
  ・映画で使われている組み紐等のデザイン図や背景の美術設定資料の展示 
  ・姉妹による巫女の舞いの設定説明や主題歌の展示 
  ・モニターを使用して視覚的・聴覚的に映画の臨場感を再現 

 
 

 
 
 

(款）10 教育費 (項）4 社会教育費（目）4 文化施設費 

所属 教育委員会 生涯学習課 
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拡充 ユネスコ無形文化遺産登録記念事業 

 

１ 事業費（単位：千円） 【財源内訳】 

 

【主な使途】 

    5,000  県支出金 3,300  委託料 5,000 

（現計予算 3,000 ） 一般財源 1,700    

      

２ 事業背景・目的 

 「古川祭の起し太鼓・屋台行事」のユネスコ無形文化遺産登録を祝い「鼓動する無形

文化遺産 山・鉾・屋台が結ぶ広域連携」をテーマに県内外の自治体、団体との連携に

よる『飛濃越能交流フェスティバル』を開催し、無形文化遺産を核とした地域連携と祭・

屋台行事を活用した新たな地域活性化を図ります。 
 

３ 事業概要 

 ○飛濃越能交流フェスティバル開催（5,000千円） 

  登録される全国 33 件の山・鉾・屋台行事の内、７市の祭が飛騨市に集結します。 
  ・岐阜県：古川祭（飛騨市）、高山祭（高山市）、大垣祭（大垣市） 
  ・富山県：御車山祭（高岡市）、城端神明宮祭（南砺市）、タテモン行事（魚津市） 
  ・石川県：青柏祭（七尾市） 
  【開 催 日】平成 29 年 2 月 18 日（土） 
  【開催場所】飛騨市文化交流センター 
  【開催内容】 
   ・岐阜県知事及び７都市市長による広域連携協議 
   ・７都市８保存会による祭の保存・継承など民間交流会議 
   ・７都市の祭・映像紹介と伝統芸能披露 
   ・地場産品展、観光ＰＲなど交流促進コーナー 
   ・古川祭屋台見送り展、懐かしの古川祭写真・映像展を同時開催 

    

 
 

（款）10 教育費 (項）4 社会教育費（目）5 文化財保護費 

所属 教育委員会 生涯学習課 
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